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coherence tomography :OCT)画像を用いた研究から VKH の活動期には脈絡膜肥厚がおこり、ス





シアニングリーン蛍光眼底造影法（indocyanine green angiography: ICGA）が一般的におこなわ
れてきた。しかし従来の ICGA 検査では網膜最周辺部の領域の撮影は困難であった。最近になり
開発されたオプトス社の広角走査型レーザー検眼鏡の登場で、超広角のインドシアニングリーン
蛍光眼底撮影（ultrawide-field indocyanine green angiography: UWF ICGA)が可能となった。 
そこで本研究では、VKH 患者の UWF ICGA 画像をステロイド治療前後で撮影し、その画像デ
ータを二値化することで、平均脈絡膜血管密度を測定し、脈絡膜を後極部領域、中間周辺部領域、
それらをあわせた全領域に分けて比較分析した。あわせて健常眼の平均脈絡膜血管密度を測定し







UWFFA）、UWF ICGA 検査を同時に施行した VKH8 例 7 眼（男性 5 例、女性 2 例、平均年齢
48.3 歳）。VKH 例は全例両眼性であったが、所見の悪い方を解析に利用した。対照として、健常



















Coherence Tomography: OCT）撮影技術を応用した Enhanced-depth imaging-OCT 画像の二値化に
よる脈絡膜血管の状態を考察した報告が散見される。しかし、これらの研究は OCT が撮影できる黄
斑領域に限定しているため、眼底全域での分析はなされていない。一方、脈絡膜病変をとらえる検査
としてインドシアニングリーン蛍光眼底造影法（Indocyanine Green Angiography: ICGA）が可能と
なった。最近広角走査型レーザー検眼鏡が開発され、超広角のインドシアニングリーン蛍光眼底造影
撮影（Ultrawide-Field: UWF ICGA)が可能となった。本研究では、VKH 患者を対象にステロイド
治療前後の UWF ICGA 画像および Swept-Source（SS）-OCT 画像による三次元的解析の臨床的有
用性について検討した。 
対象は、治療前後で超広角フルオレセイン蛍光造影検査(UWF Fluorescein Angiography: UWF
FA）、UWF ICGA 検査、SS-OCT 検査を同時に施行した VKH7 例 7 眼（男性 2 例、女性 5 例、平
均年齢 48.3 歳）。全例両眼性であったが、所見の悪い方を解析に利用した。対照として、健常眼 8
眼（男性 4 眼、女性 4 眼、平均年齢 47.6 歳）。対照眼には高齢例、強度近視例、眼底疾患有病例は
除外した。同時期に撮影された UWF ICGA 画像から UWF FA 画像をサブトラクトし、Niblack 法
で二値化し脈絡膜血管密度を測定した。SS-OCT 画像も同様に二値化し脈絡膜全領域における管腔領
域と間質領域の比率を分析した。UWF ICGA 画像を用いた X-Y 軸方向の脈絡膜血管密度の解析結果
は、全領域および後極部領域、中間周辺部領域部分解析共にステロイド治療後に平均脈絡膜血管密度
は有意に増加した。治療後と健常眼には有意差を認めなかった。SS-OCT による Z 軸方向の脈絡膜管
腔領域比率の分析では、大血管領域において、急性期に比較し回復期は管腔領域比率が有意に高くな
った。脈絡膜の間質領域比率の分析からは、大血管領域において、急性期に比較し回復期は間質領域
比率が有意に低い値となった。X-Y 軸方向、Z 軸方向ともに同様の結果だった。 
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